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新年に誓う会 《1/10》

６時間目に「新年に誓
う会」を行いました。
生徒は、２学期の国語

の時間を使って、それぞ
れ、「誓いの言葉」「一年
の目標」を表す言葉を書
き上げました。また、職
員も冬休みを利用して作
成しました。
当日は、それぞれの言

葉に込めた思いや、その
言葉を選んだ理由などを
添えて発表しました。
それぞれの誓いの言葉

からは、新たな自分への
挑戦や、進学・進級に向
けての決意など、今年に
かける意気込みの強さを
感じることができまし
た。
また、当日は、多くの

保護者の方にもご参観い
ただきまし
た。本当に
ありがとう
ございまし
た。

“ What is the most important thing to you? ”
２年担任 田 中 佑 樹

最近、ある人にこんな質問をされました、「あなたにとって、一番大切なものはなんですか。」

と。

わたしは迷わず、『家族』と答えました。人によっては『友人』や『お金』などと答える人もいるで

しょう。しかし、こんな答えを言う人もいるのです。「わたしにとって一番大切なものは（水をため

る）『バケツ』です。」と。こう答えるのは、ある貧しい国の子どもたちだそうです。わたしは一瞬で、

胸が締め付けられるような感覚に襲われました。世界には水も食料も手に入らず、今この瞬間を

生きるのに必死な子どもたちがいるのです。

日間賀島に来て10か月、穏やかで幸せな日々が続いています。しかし、地球の裏側では、自

分とは全く異なる生活をしている人がいるのです。自分には、貧しい子どもたちを直接助けること

はできませんが、日間賀の子どもたちに、「世界にはこんな子どもたちがいるんだ。」と伝えること

はできます。この島で幸せな生活をしている子どもたちにとって、想像することは簡単ではありま

せんが、『人を思う気持ち』を育んでほしいと思います。いつか、困っている人を見かけたとき、手

をさしのべることができるように。



２ 月 の 予 定
日 曜 行 事 等 の 予 定
１ 木 Ｂ日程 ３年個人懇談会

私立高校・専修学校推薦入試 最終下校17:00
２ 金 Ｂ日程
３ 土
４ 日
５ 月 Ｂ日程 朝会
６ 火 Ｂ日程 委員会
７ 水 私立高校･専修学校一般入試 １，２年学年末テスト週間
８ 木 私立高校･専修学校一般入試
９ 金 私立高校･専修学校一般入試 ４時間授業
10 土
11 日 建国記念の日
12 月 振替休日
13 火 Ｂ日程
14 水 １，２年学年末テスト

３年保育所訪問 非常食体験
15 木 １，２年学年末テスト

３年愛校作業
16 金 １，２年学年末テスト

うしお学級校外学習
17 土
18 日
19 月 朝会
20 火 ３年「島ごはん」

⑥キャリア教育学習会
21 水 公立高校推薦出願 ＨＡ
22 木 公立高校一般出願
23 金 Ｂ日程 生徒議会 教室ﾜｯｸｽがけ
24 土
25 日
26 月 送る会準備
27 火 卒業生を送る会
28 水 ３年お祝い給食

３ 月 の 主 な 行 事

２日(金) 卒業式合同練習
５日(月) 卒業式総合練習、式準備
６日(火) 卒業式
８日(木) 公立高校Ｂ日程入試（学力検査）
９日(金) 公立高校Ｂ日程入試（面接・特別検査）

１年職場見学
１２日(月) 公立高校Ａ日程入試（学力検査）

教科コンクール
１３日(火) 公立高校Ａ日程入試（面接・特別検査）

島っ子クリーン活動
授業参観 ２年進路学習会

１５日(木) 前期生徒会役員選挙
１９日(月) 公立高校入試合格発表
２３日(金) 修了式 生徒会役員任命式

３年生 卒業に向けての行事
３年生の卒業が近づいてきました。中学校は、今年

度は３月６日（火）が卒業式ですので、あと１か月余りの

中学校生活です。例年、２月には卒業に向けての行事

が行われます。

３年生は、保育所訪問(14日)や愛校作業(15日)で、

自分自身の成長を感じたり、さまざまな方々への感謝

の気持ちを改めて思い返したりします。

「島ごはん」(20日)では、観光協会や漁

協のご協力で島ならではの食材を準備し

ていただき、これまで生きてきた島の自然

の豊かさ、人々の温かさを改めて振り返ります。

そして、卒業生を送る会(27日)では、１,２年生から心

のこもった出し物が贈られます。

卒業生一人一人のこれからの人生を思い合う行事

の数々に向け、準備が進んでいます。

「受験シーズンに想うこと」
校長 鈴 木 康 弘

２月になると、いよいよ高校入試が始まりま

す。（大学入試は、一足先に始まっています。）

受験シーズンが始まると、「君ならできる」「努

力は裏切らない」「最後まであきらめるな」な

ど受験生への励ましの言葉をよく耳にします。

少し他人事のようにも感じます。私も、中学校

に勤務していたときなどにはよく話したもので

す。しかし、これら励ましの言葉には、その人

が目標に向けてひたむきに努力していることを

知っているからこその言葉が多くあります。ま

た、何とか夢や目標を実現させてあげたいとい

う想いも込められていると思います。決して他

人事ではなく、その人のことを想っての言葉だ

と思います。

さて、現在の３年生を見てみると、ずっと抱

いていた目標に向けて地道な努力を続けている

人がいます。目標（志望校）が定まったことで、

学習への取り組み方がずいぶん意欲的になった

人もいます。危機感をもったことで学習時間が

増えた人もいます。皆、自分の目標を達成する

ために必死に闘っているという印象を受けます。

だから、励ましの声をかけずにはいられません。

「自分を信じ、これまでの自分の努力を信じ、

最後まであきらめずにがんばってほしい。そ

して、見事、合格を勝ち取ってほしい。」

これは、３年生のまわりにいるすべての人の願

いだと思います。

受験に向かってがんばっている人へかける言

葉には、その人への想いがたくさん詰まってい

るんですね。


